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資料.2 出典：The Environmental Impact of CMOS Logic Technologies（IEEE）
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中期経営計画

TTT-26
Together Toward Transformation-26

Creating the Future through Ultra-Pure Water Technology
～超純水技術で未来を創造する～
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野村マイクロ・サイエンス株式会社

前中期経営計画（HiPES-2023）の振り返り～目標数値

前中期経営計画HiPES-2023（リバイス）2021年11月12日公表

 経営計画目標数値（2024/3期）
売上高 415億円
営業利益12％（50億円以上）

 実績（2023/3期）
売上高 495億円 達成
営業利益13.2％（65億円） 達成
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前中計期間

単位:BillionUSD

 コロナ禍による行動様式、価値観の変化がデ
ジタル化を加速、情報通信技術を促進

 脱炭素目標など気候変動対応としてのGXを
標榜した投資競争が激化

 地政学リスクの高まりがサプライチェーンの
混乱を招き、経済安全保障の重要性が顕在化

• 半導体設備投資が活況であり、当社受注も好
調に推移し、計画１年前倒しで目標数値達成

• 2024年3月期も業績伸⾧の見込みであり、
売上、利益ともに過去最高となる見通し
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野村マイクロ・サイエンス株式会社

前中期経営計画（HiPES-2023）の振り返り～企業基盤強化

エンジニアリング体制強化
生産効率UP

研究開発

戦略投資

人材育成・補強

SDGs取組み

• エンジニアリング機能を区分した専担制導入
• 新基幹システム導入
• 外部ネットワーク強化:協力会社と需給情報共有等

• 分析精度向上と高性能半導体用超純水水質UP
• 省エネ、省スペース超純水システム納入
• 超純水の溶解力を活かした機能水の開発（高濃度オゾン水等）

• 膜と樹脂の洗浄・精製設備投資増強
• 厚木地区再編として新棟建設⇒新研究棟、新開発棟建設へ

• エンジニアリング部門中心に人員増強
• マネジメント強化に向けた研修体制構築
• エンジニアリング部門での女性の活躍

• NMS製品の推進（膜式注射用水製造装置、ノンケミカル型
超純水装置）

• TCFDへの対応
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野村マイクロ・サイエンス株式会社

新中期計画TTT-26概要（Together Toward Transformation-26）

2027年3月期(中期目標) 2031年3月期(⾧期目標)

売上高 1,010億円 1,200億円

営業利益 146億円 192億円

営業利益率 14.5％ 16.0％

自己資本利益率（ROE） 25％以上 30％以上

投下資本利益率（ROIC）* 22％以上 25％以上

*ROIC＝税引営業利益÷（有利子負債＋株主資本）

経営ビジョン

 アジアを中心とした半導体・製薬工場向け超純水装置の卓越した会社を目指す
 高度な技術とサービスを顧客に提供し、ベストパートナーとして共に経済的価値と同時に社会

的価値を創造するサスティナビリティ経営を実行する会社を目指す

経営目標
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野村マイクロ・サイエンス株式会社

新中期計画TTT-26 ハイライト
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野村マイクロ・サイエンス株式会社

新中期計画TTT-26

①収益性の向上

＊売上成⾧:装置・メンテ増強

＊利益拡大:効率化、ユニット化等

＊事業安定化のための企業基盤構築

②資本効率化

＊資本コストを意識した経営

ROE、ROICを指標として採用

＊人材、デジタル技術等無形資産投資

③財務最適化 株主還元

＊経済情勢、金利情勢等勘案した資金調達

＊配当性向30％目標にバランスの取れた
キャッシュアロケーション

④社会的価値創出

＊省エネ、省電力、環境負荷低減装置納入

＊水使用量削減

企業価値の拡大
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野村マイクロ・サイエンス株式会社

外部環境

主要ドメインである半導体市場は2025年75兆円、2030年100兆円規模へ拡張の見込み
CAGR7.2％成⾧（2030年まで）＊資料.1

デジタル投資、グリーン投資、エネルギー消費量の増大が半導体需要を加速させる
 AI、IoTなどデジタル技術の活用拡大は電気消費量の急増へ:半導体は「性能向上」と「エ
ネルギー効率改善」を両立

半導体プロセス微細化とともに超純水使用量の増加が見込まれている

資料.1 出典:経済産業省 半導体・デジタル産業戦略
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野村マイクロ・サイエンス株式会社

営業戦略 半導体関連/製薬関連

半導体関連

製薬関連

 重要顧客の計画に沿い、且つCSVに基づく提案
 高度な要求水質への対応とともに省電力・省スペース・水再利用等への対応

 急激な成⾧を見込む半導体関連メーカーへのアプローチ強化
 関連製造装置メーカー、薬品メーカーほか、あらゆる半導体関連企業で業容拡大・投資大型化の傾向

 国内企業との取引増加:取引維持・継続・拡張のため顧客ニーズに合致した提案、アフターサービス（AS）
の充実に注力

 顧客サービス、関係強化としての運転管理業務拡充:顧客負担軽減、故障・不具合の未然防止及び安定収益
確保

 経済安全保障として半導体の戦略物資化が進む:半導体製造拠点の同盟国への分散化への対応
 半導体生産拠点の世界各地への分散:顧客投資動向により個別検討・対応

 成⾧分野をターゲットとしたアプローチ強化
 ワクチン、検査薬、バイオ医薬品への対応

 NMSの強みを活かした営業活動
 膜式注射用水製造装置（UF型WFI）による省エネルギー設備、大型製薬用水設備の提案

 営業からエンジニアリング、ASまで一貫したサービス提供可能な組織体制

 海外展開も視野
30



野村マイクロ・サイエンス株式会社

エンジニアリング／研究開発

エンジニアリングプロセスの改革

 エンジニアリング業務効率化
 プレハブ型施工、スキッド化、モジュール化の促進強化:工期短縮、コスト低減

 サプライチェーンの強化・拡大～強いパートナーシップの形成

 業容拡大のためのエンジニアリング運営体制構築
 業務細分化促進、人材育成の強化

 SMART UP3の加速
 純度アップ

・装置素材の超高純度化:メタルフリー

 分析感度アップ

・ppqレベルの開発に注力

 環境貢献アップ

・当社製品導入による環境負荷低減（機能水・ノンケミカル）

・熱回収、圧力回収等の利用による省電力化:目標20％削減

・排水回収、汽水・下水再利用による水使用量削減:目標20％削減

研究開発
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500

1,000

22/3 23/3 24/3 25/3 26/3 27/3

純度アップ
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サスティナブル

SMART UP 3

売上高（億円）
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野村マイクロ・サイエンス株式会社

投資・財務／人的資本

戦略投資

 新研究棟及び新開発棟建設

 ppqレベル分析技術の開発を強化し、超純水システム内の不純物発生要因解明に向けた研究の実現と次世代半
導体向け超純水製造装置のシステム評価・運転制御方法の開発を実施

財務戦略

 外貨債権に対する為替リスク管理強化
 連結各社で増加基調の外貨建て債権に対するリスク管理を強化

人的資本強化

 人材育成・教育
 人材開発室（新設）による全社的研修制度の確立とエンジニアを中心とした技術支援強化

 ダイバーシティ＆インクルージョン
 女性管理職登用、多国籍人材採用、障害者雇用率アップ

 社員エンゲージメント、経営参画意識の向上
 エンゲージメントサーベイ実施、株式報酬制度拡充による経営参画意識の高揚
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野村マイクロ・サイエンス株式会社

環境問題への取組み

 2030年度までに25％削減（2019年度比）
 事業活動により排出するGHG排出量を削減

・太陽光発電パネル設置による再生可能エネルギー創出

・モーダルシフト推進

・エコロジーカー（EV、HV）導入促進
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GHG*排出量削減目標
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GHG排出量削減目標
Scope3 Category11

 2030年度までに新規納入超純水製造装置の
GHG排出を15％削減
 地球環境に配慮した超純水技術の提案により最先
端半導体製造を持続的にサポート

・超純水装置の省エネ技術を発展させGHG排出量削減

・水再利用技術とエネルギー回収を推進（熱再利用等）

・薬品を使用しない装置、プロセスの提案
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野村マイクロ・サイエンス株式会社

株主還元方針
★継続的な企業価値拡大とともに安定した株主還元を継続
 8期連続増配中

 2016.3期より連続増配中

 増収増益基調
 今後も高い成⾧が予想される半導体・電子部品及び製薬分野を中心に増収増益を目指し、企業価値拡大を目指す
 健全な財務基盤を維持しつつ、今後の中期経営計画として配当性向30％を目標にバランスの取れたキャッシュアロケーションを実践
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